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サステイナブルキャンパス推進本部の活動

• 環境負荷「見える化」モデルプロジェクト

• 今夏の節電対策

• ホームページでの電力使用状況の見える化

• 学内における３Rの徹底

• 北の森林プロジェクト

• 北大キャンドルナイト２０１１

• 環境展「環境広場さっぽろ２０１１」への出展

• 国内外大学とのネットワークの構築に向けて
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・ エネルギー使用量が札幌市で最大級の事業所である本学としては、省エネルギー対

策を継続的かつ着実に実施し、より積極的に節電に取り組むことが必要である。

今年は毎年行われている省エネ対策から一歩進んで、上限使用電力を設定。

より一層の節電対策を教職員、学生に求めている。

目標電力：札幌キャンパス全体の昨年度の最大使用電力より、１０％の削減

・ 具体的な節電メニューを策定し、ポスターなどで節電に伴う使用電力抑制値を関係

者に周知している。

・ ８月１日から各部局に環境負荷低減

推進員を配置。設置した上限使用電

力に近づくと節電警報をメールで通

知、全学で節電行動を行える体制と

した。

16

今夏の節電対策
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ホームページでの電力使用状況の見える化

・ ８月１日から本学全体の電力使用状況がホームページから確認できるようにした。

・ また、トップページにも「北海道大学の電力使用状況」のバナーにリンクしており、

アクセスできるようにした。
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学内における３Ｒの徹底

■目的

ごみの減量化及び適正処理

■検討項目

１．現状を把握する

２．他大学との比較検討を行う。

３．一般ごみ及び産業廃棄物の組成分析を行い、再資源化の可能性の検討を行う

４．回収業者に対するヒアリングを行う

５．分別方法の提案を検討する

６．学内外への広報、周知方法を検討する
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北の森林プロジェクト

■目的

・ 北海道大学の７つの研究林の能力を最大限生かして、二酸化炭素を吸収し、温暖

化防止に寄与する。

・ 二酸化炭素の効率的かつ持続的な吸収も含めた機能向上を図るために、森林の再

生と広大な研究林の適切な管理を行う。

・ 持続的な森林管理を対外的にアピールするために、「北の森林（もり）プロジェ

クト」の信頼を高める森林認証の取得やカーボンオフセットの取り組みについて

検討する。

・ 北海道で排出した二酸化炭素は北海道の森林で吸収するといった社会や地域への

貢献を行う。

・ 北海道大学が、研究林を活用して二酸化炭素削減に取り

組んでいることを対外的にアピールする。

■検討項目

・ 当プロジェクトの全学としての方針、組織体制

・ 森林認証の取得やカーボンオフセットの取り組みの可能性

・ フロンティア基金を活用した研究林の管理の可能性

・ 当プロジェクトの学外への周知、広報の方法

・ 植林や造林地の手入れを通して森林の再生を促進する取り

組み等
研究林の面積は全体で約65,000ha
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北大キャンドルナイト２０１１の実施

・ 平成23年6月22日（水）の午後８時から、インフォメーションセンター「エルムの

森」前で“北大キャンドルナイト２０１１”を開催。

・ 夏至の夜をスローに過ごそうという趣旨のキャンドルナイトに北大が初めて参加。

街路灯を二灯消灯し、正門前の道路およそ１００ｍの両側にキャンドルおよそ

２００個を並べて灯しました。

・ 準備や後片付けにサステイナビリティに興味のある学生や留学生、職員の皆さんの

ご協力いただき、環境負荷低減への意識改革にもつなげられた。
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環境展「環境広場さっぽろ２０１１」への出展

・ 「環境広場さっぽろ２０１１」は、２００３年から札幌市が中心となった実行委員

会主催で行われている環境展。

・ アクセスサッポロで開催された「環境広場さっぽろ２０１１」へ北海道大学として

初めて出展。今後の札幌市との連携を図ることも目的の一つ。

・ 本学の出展テーマは「北大のサステイナブルキャンパスへの取組」とし、市民や他

の出展者へ広く環境配慮型キャンパスについて紹介した。

・ この環境展の出展には119の企業・団体が参加し、総入場者は33,354名、内本学のブ

ースへの来場者は約500名。ブースへ来場された方々から北大の環境への取り組みに

対して多くの質問や意見があり、貴重な出展だった。
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国内外とのネットワークの構築に向けて

・ 海外大学との情報交換やネットワーキング、及び米国の総合評価システムを参考と

するため、平成２３年３月に米国４大学のサステイナビリティ・オフィスへヒアリ

ングを行った。

・ 平成２３年６月に行われたＩＳＣＮ(International Sustainable Campus Network)

年次大会に参加。本学のサステイナブルキャンパス推進本部の取組をプレゼンテー

ションするとともに、参加大学との情報交換やネットワーキングを図った。

・ 平成２３年９月にはＩＳＣＮ年次大会に参加したスイス連邦工科大学など３大学と

情報交換やネットワーキングを図る予定。

・ 平成２３年１０月、米国ピッツバーグで行われるAASHE(Association for the 

Advancement of Sustainability in Higher Education)の年次大会において、本学

のサステイナブルキャンパス推進本部の取組をプレゼンテーションや、ワークショ

ップにも参加予定。

・ 平成２３年１０月２６日に本学主催で開催される国際シンポジウムでは、米国及び

日本におけるサステイナブルキャンパスに関するトップランナーの大学の教職員を

招聘し、サステイナブルキャンパス構築に向けた今後の方向性を検討する予定。
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主要な環境パフォーマンス２３
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ご静聴ありがとうございました


